
「宮つく」
宇都宮・高校生

まちづくりプロジェクト

活動の経緯



これまでの経緯

～とちぎ未来創造会議～
県内で課題解決型プロジェクトを生み出すことを目的に、
２０１３年１０月から約半年間開催。（約６０名が参加）
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これまでの経緯

「子どもチーム」の私たちは、
「とちぎ高校生カンパニープロジェクト」を発案しました。
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これまでの経緯

鹿沼・高校生まち変プロジェクト会議
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これまでの経緯

２０１４年５月３１日（土）と６月２８日（土）に、
宇都宮の高校生の皆さんと対話ミーティングを開催
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高校生たちの思い

自分たちの力で、今ないものを作りたい！
高校生は何でもできる。

人の役にたちたい！

僕たちで栃木の未来をつくっていきたい！

社会に出たら正解のない課題ばかり。
今から「考える力」をつけていきたい！

自分の頭をつかって考え、それを形にしたい！
達成感を味わいたい！

お金をつくる体験をしたい。

「宮っ子」の力をあわせたい。

学校では出会えない、いろんな人たちと交流したい。
そして学びたい!

自分はどんなことができるのか、したいのか、
体験しながら考える機会をつくりたい。
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※２０１４年５月３１日（土）の対話ミーティングメモ
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高校生たちの思い



なぜ「ノンアルコールカクテル」なのか？

◎宇都宮は「カクテルの街」とのこと。でも高校生は皆、「僕らには関係ない話」と思ってい
る。「カクテルによるマチづくり」を進めるのであれば、高校生にも関わりが持てるようなモノ
があって欲しい。

◎宇都宮の高校生が考え作った「ノンアルコールカクテル」。もしかするとニュースになる
かも知れない。そうなれば「カクテルの街・宇都宮」のＰＲにも貢献できるのでは？(県外の
人にも） アイデアを形にする機会を持ちたいと思うし、何かの役にたちたい！

◎私たちも、ちょっと「背伸び」してみたい時があります。花火大会、イベントやパーティー
など、少し大人っぽい気持ちで、おしゃれな時間を過ごしたい。
そんな時に合う飲み物が欲しいです。

◎普段出会えない人と出会いたい。宇都宮の街に誇りを感じている、そんな人の話を聞
きたいし、一緒に何かができると嬉しい。
バーテンさんのお話を聞き、一緒にレシピを作ることで、人生の勉強にきっとなると思う。7
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高校生のアイデア

「カクテルの街・宇都宮」の高校生がつくった
カクテルテイスト飲料

◎栃木の果物や素材を（できれば）使用。
◎「香り」と「甘さ」と「見た目」が楽しめる。
◎いろんな味が楽しめる。

ベリーミックス

いちご（とちおとめ）テイスト

フルーツミックス

抹茶テイスト

カルーア・ミルクテイスト

ブラッディーマリーテイスト
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７月９日 宇都宮観光コンベンション協会さんにご相談

高校生の思いやアイデアをどのようにしたらカタチにできるのか、
高校生メンバーの代表と宇都宮観光コンベンション協会さんにおうかがいし、
宇都宮カクテル倶楽部ご担当の中島寿典さんにご相談しました。

中島さんにはその後も打ち合わせに同席していただいたり、アドバイスをいただくなど、
多くのご支援をいただきました。
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７月３０日 宇都宮カクテル倶楽部の清野代表と面談

７月３０日に、宇都宮カクテル倶楽部の代表幹事・清野一人さんにお会いしました。
高校生から自分たちの思いを伝え、清野さんからノンアルコールカクテルづくりのアド
バイスをいただきました。
清野さんとはその後も何度も打ち合わせを行い、オリジナルレシピづくりのご相談や
カクテルづくりの練習など、多くのご支援をいただきました。
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「カクテルナイト」への出展が決定

宇都宮カクテル倶楽部様のご厚意により、９月１４日（日）に宇都宮のオリオンスク
エアで開催されるイベント「カクテルナイト」への出展が決定。

◎高校生のプロジェクト名が決定。

「宮つく （宇都宮 高校生まちづくりプロジェクト）」
・メンバーは、宇都宮北高校に所属する有志４名（３年生２名、２年生２名）
※学校としての取り組みではなく、個人としての参加になります。

◎出展は１５：３０～１８：００

◎２種類のノンアルコールカクテルを販売予定

◎高校生がバーテンダーの格好をしてその場でつくり販売
・１杯５００円（２００杯限定）

◎目的は、宇都宮のまちづくりに高校生がかかわり、経験や
学びを得たり、宇都宮のＰＲに貢献すること。
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２種類のノンアルコールカクテルを販売
※バーテンダーと高校生による共同開発

①ハイスクールルビー （ビルド）
レモンの果汁をしぼりだし、トニックウォーターを加え、最後に赤色のざくろのシロップを加える

②ピーチサファイア （シェイク）
桃のシロップとグレープフルーツジュースをシェイクし、最後に青色のオレンジのシロップを加える

「カクテルナイト」で販売するノンアルコールカクテル

※試飲と意見交換の様子（高校生） ※ノンアルコールカクテルづくりの練習の様子
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事前告知

栃木のユースト「ミヤラジ」に出演。（９月１０日） http://www.miyaradi.com/
2014/09/10/%E3%83%9F%
E3%83%A4%E3%83%A9%E
3%82%B8-
%E6%BA%96%E5%82%99%
E6%94%BE%E9%80%81no1
71-%E5%89%8D-
%E5%BE%8C%E7%B7%A8/

http://www.miyaradi.com/2014/09/10/%E3%83%9F%E3%83%A4%E3%83%A9%E3%82%B8-%E6%BA%96%E5%82%99%E6%94%BE%E9%80%81no171-%E5%89%8D-%E5%BE%8C%E7%B7%A8/
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「カクテルナイト」の様子（9/14）
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◎イベント来場者数は過去最
高の約７０００名。

◎高校生は、１５：００～１８：００
で１５０杯販売。
※７５０００円の売り上げ

◎取材を受けた新聞は３紙。
高校生がまちづくりにかかわるこ
とに強く興味を持っていた。

◎イベントに参加したバーテン
ダーも高校生に刺激を受け、
「もっとカクテルの街・宇都宮を
盛り上げていきたい」との思いを
抱いたとのこと。
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2014年9月1５日（月）
東京新聞（栃木版）・35面

2014年9月1５日（月）
読売新聞（栃木版）・２６面
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2014年9月２８日（日） 下野新聞



第二弾・ミュージックフェス企画

2014.12.20 改定版

企画メモ

宮つく（宇都宮・高校生マチづくりプロジェクト）

宇都宮の高校生の
挑戦の機会づくりプロジェクト
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高校生たちの思い

「宮つく・第二期」の活動に向けて

２０１４年１１月３０日（日）と１２月２０日（土）に、第二期の活動スタートに向けた話し合いを開催。宇都宮の高校生
９名が参加。その中で「音楽をテーマとしたライブイベントを行いたい！」との思いがアイデアとして出された。
※音楽イベントは、第一期の話し合いでも出されたアイデアだった。

「現在、他校との交流がほとんどない！
もっと他校生との交流がもてるような機会が欲し
い！」

「同じ趣味を持つ人同士の交流の機会があると良
い。
例えば音楽イベントを開催してみたい！
音楽好きの高校生が集まると思う！」

「バンドや歌、ダンスなどの分野でがんばってい
る高校生が何人もいる。そんな人たちのお披露目
の舞台を作りたい。
がんばっている人たちの姿をみることで、みんな
刺激を受けるし勇気づけられると思う」

「自分たちの力でイベントを企画し、開催したい。
学校の勉強では学ぶことができない、様々な気づ
きがあると思う。ぜひチャレンジしたい！」

22



企画概要案

■開催日時
・２０１５年７月ごろ（日曜日を予定） 時間は１２：００～１６：００ごろを想定

■開催場所
・未定
※現状の一番の課題（２月末までには会場の予約をしておきたい）

■出演者
・①バンド（宇都宮＋宇都宮以外）
・②ダンス系パフォーマンス
・③その他（歌、和太鼓など、音楽に関係あるもので）
※出演者数は１０組程度を想定

■参加費
・要検討
※有料の場合の金額は要検討

■主催（後援・協力）
・宮つく（宇都宮・高校生まちづくりプロジェクト） 仮
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実現したいこと

◎自分たち高校生の思いやアイデアをカタチにする体験をしてみたい。
※体験を通して、学校では学べない「正解のない課題に立ち向かう力」「発想力」「自分
らしい表現力」などを学ぶことができると思う。

◎高校生同士の横のつながりを少しでも増やしたい。
※他校生との交流がまったくないのは、とてももったいない。
※いろんな人たちと知り合うことで、学びや刺激が得られると思う。

◎活動を通して大人の人たちとも出会い、学んでいきたい。
※「キャリア教育」の観点からもぜひそのような機会が欲しい。

◎イベントを行うなら多くの高校生が関心のあるテーマがよいと思う。それが「音楽」。
※高校生の音楽関連のパフォーマンスを披露する場。
※バンド、歌、楽器、ダンスなど

◎会場は宇都宮。高校生をはじめ、大人の人たちにも気軽に観てもらえる場を目指したい。
※高校生でもこんなイベントが開催でき、こんなパフォーマンスができる人もいるんだと
知って欲しい。
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